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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で横ばいとなりました。
主要ハイテク企業の決算が好感され、前週末に米国株式市場が大幅上昇した
流れを受け、週初は3営業日ぶりに上昇しました。その後は、米連邦公開市場
委員会（FOMC）の結果発表を控え、様子見ムードから売り買いが交錯した
ものの、FOMC後のパウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長の会見を受
け、早期の利上げ停止への期待が遠のくと下落し、週間では前週末比で横ば
いとなりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で下落しました。
FOMC後の会見で、パウエルFRB議長がインフレ抑制に改めて強い意志を示
すと、FRBによる金融引き締めの長期化への警戒感が強まり下落しました。
週末に発表された10月の雇用統計では、非農業部門雇用者数の増加数が市場
予想を上回った一方、失業率は前月より悪化し、FRBの金融引き締めペース
が緩むとの見方が広がり上昇したものの、週間では下落となりました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
FOMCの結果発表を控え、内容を見極めたいとして売買を見送る動きが優勢
となりました。週末にかけて、FRBの金融引き締めが長期化するとの観測が高
まり米長期金利が上昇すると、国内金利も上昇したものの、日銀が許容する長
期金利の変動幅の上限である0.25%近辺では買いも入りやすく（利回りは低
下）、週間では前週末比で横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
FOMCの結果発表を控え、FRBの今後の金融政策の思惑が交錯するなか、日
米の金利差の動向を受け一進一退となったものの、週末に発表された10月の
米雇用統計が強弱入り混じる内容となったことから、持ち高を調整する目的
の円買いドル売りが進みました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の米国株式市場は、FRBの金融引き締めが長期化するとの警戒から、前週
末比で下落しました。
4日（金）に発表された10月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数が前月比
+26.1万人と市場予想（同+19.3万人）を上回りました。また、失業率は3.7％
と前月から悪化し、強弱入り混じる結果となりました。パウエルFRB議長は11
月のFOMCで、利上げ幅の縮小時期について、次回または次々回での可能性に
言及しつつも、「金利の最終的な水準は従来の予測よりも高くなる」と発言し
ています。株式市場は、今後の利上げ幅や最終的な政策金利水準などをめぐる
思惑から、不安定な値動きが予想されます。
今週は、10日（木）に10月の米消費者物価指数の発表を控え、週前半は様子
見ムードが高まりそうです。9月の前年同月比+8.2％からさらに伸び率の鈍化
が見られ、次回12月FOMCで利上げ幅を縮小するとの期待が高まれば、株式市
場は大きく上昇する可能性もありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
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